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( 旧　京都One Medicine,One Health iPS 研究所 )

再生医療の市場規模は、経済産業省「再生医療の実用化・産業化に
関する報告書」で、2030 年代に世界で約 20 兆円 ( 人医療 )。世界の
製薬市場での動物向け医薬品市場は、人間の約 2%( 約 4,000 億円 )
動物の再生医療の受診を人間の約 10%と設定し、約 400 億円市場と
想定。

400億円に及ぶ動物再生獣医療市場

創薬・iPS市場規模(再生獣医療)



http://kobe.omoh.jp

研   究  内   容  :   ヒトのがん細胞の iPS 細胞化 ( 初期化 ) による治療の研究 ( 東京大学医学部付属病院 )
　　　　　　　 イヌ、ネコ、ウマのがん化しないアニマル iPS 細胞及び培養液の樹立の研究
　　　　　　　 細胞及び培養液の委託研究  

幼少期に祖父母をガンで亡くし、小学校 2年生の時に初めてガンの恐ろしさに感じました。人は、なくなってし
まうとどんなに多くの人が悲しみ、そしてご本人は灰になってしまうかを子供ながらに悲しみとともに感じまし
た。生きてこそという強い想いから、自分の生命を完全燃焼させてこその大切さと＜命の大切さ＞を知りました。
当時に生命を奪う最大の敵である” がん” に対する恐怖心、怒り、恨みを、子供ながらに感じて生きてきました。
大人になるにつれ、さらに親戚や知り合いをガンで亡くすたびにガンへの想いが強くなりました。2016 年、大学
時代の創業からちょうど 30 周年を迎えることができ、私たちの出来る気持ちとして、この度、東京大学医学部付
属病院の菱川准教授、並びに宮本取締役所長、獣医師の加藤元先生との出会いにより、当社設立し、ガン撲滅を
「iPS 細胞」からアプローチする研究に参加することに致しました。

旧 京都One Medicine,One Health 
iPS 研究所 太田 雅人

当社の想い

理念

会社概要

当社の沿革
2015 年 8月
　　　　9月
　　　　　
　　11 月
　　　　

  　　　12 月
　

2016 年２月

京都市に 京都 One Medicine,One Health iPS 研究所として設立
第三者割当増資を行い、資本金が 3,000 万円（資本準備金を含む）
医学博士の宮本寛治が当社特別顧問に就任
当社特別顧問の宮本寛治医学博士が当社取締役所長に就任
株式会社アニマル iPS セルバンクに、「アニマル iPS セルバンク事業」を譲渡
当社の本社を神戸医療特区内に移転するとともに、社名を ( 株 ) 神戸医療特区内One 
Medicine,One Health センターに変更
がん細胞の iPS 化の研究について、東京大学医学部附属病院 先端腎臓・再生医学講座（菱川慶
一准教授）との共同研究を開始

世界初の安全な（がん化しない）動物用ips細胞製造、培養、分化誘導による
「Animal iPS Cell Bank事業」の確立

iPS細胞による先端臨床獣医療の研究 動物iPS細胞提供（研究機関・動物病院）

安全な動物用iPS細胞を活用した獣医療臨床への展開

安 全 な iPS細 胞 を 活 用 した
獣 医 療 臨 床 ・臓 器 移 植 等創 薬 事 業

人 医 療 との 連 携・人 医 療 へ の 貢 献

※農水省「動物用再生医療等製品（同種由来）の品質及び安全性確保に関するガイドライン検討委員でもある
大阪府立大学・稲葉教授との共同研究により製品化を行います。

※ダクタリ動物病院グループ総合院長でもある加藤元センター長によって、
製品の臨床への有効活用を図ります。

市場規模

市場規模

約９億円

約 400 億円

1st ス テ ップ

2ndス テ ップ

3rdス テ ップ

イヌ動物用 iPS 細胞の樹立　B to Lab.( 対研究室 )　　

iPS 細胞を活用した創薬や臨床方法の確立　　　

臓器再生等の先端獣医療を実現し、人医療へのフィードバック

※1 全世界の獣医科大学・208 大学（624 研究室）への販売を想定
※2 再生医療の市場規模は、経済産業省「再生医療の実用化・産業化に関する報告書」で、2030 年代に世界で約 20 兆円 ( 人医療 )。世界の製薬市場での動物向け医薬品市場は、人間
の約 2%( 約 4,000 億円 ) 動物の再生医療の受診を人間の約 10%と設定し、約 400 億円市場と想定。

※1

※2

当社の研究について
1.がん細胞の iPS 細胞化
2. イヌ・ネコ・ウマの安全な（がん化しない）iPS 細胞の樹立及び培養液の製造


